日本ヘルスサポート学会第10回学術集会
共催セミナー趣意書

日時
　2015年9月4日（金）

会場　慶應義塾大学三田キャンパス北館
大会長
　松田晋哉（産業医科大学　公衆衛生学）
日本ヘルスサポート学会第10回学術集会
共催ランチョンセミナー開催企画のご案内
日本ヘルスサポート学会第10回学術集会大会長　松田晋哉
（産業医科大学公衆衛生学）
拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

本学会は、研究の進展とその成果の世の中への積極的発表を通じ、ヘルスサポート・サービスの発展に積極的に貢献することです。大学やシンクタンクに属する研究者はもちろん、医師・保健師 ・看護師・栄養士をはじめとする実際の担当者、検診を含むヘルスサポート事業を行う営利・非営利の事業者、それら事業を支援する先端技術の開発企業、保険者（社保・国保・介護保険）、生命保険会社と損害保険会社、そして政策関係者など産官学の幅広い分野からの参加者が集い、研究成果を発表する学際色豊かな学会です。
「データヘルスの現状と課題」をメインテーマとして、日本ヘルスサポート学会第10回学術集会を下記の通り開催する運びとなりました。

つきましては、会期中に開催されますランチョンセミナーの共催につき、ご案内申し上げます。本学術集会が大きな成果を生むことができますように、貴社におかれましては、是非とも格別のご支援、ご高配を承りたくここにお願い申し上げます。

第10回メインテーマ　　データヘルスの現状と課題

データヘルスとは、医療保険者がレセプト・健診情報等のデータ分析を行った上で、PDCAサイクルで行う、加入者の健康状態に即したより効果的・効率的な保健事業である。現在医療保険者は、基盤整備が進んだ状況のなかで組合員・扶養者、住民等の対象者に関するデータ分析を行って、それぞれが抱える健康課題に取り組む保険事業を開始している。このデータヘルスが広く実施できるのは、情報基盤が全国ベースで確立したこと（レセプト・健診情報等のデータを分析しベストプラクティスと比較できる）、および先駆的な保健事業・ヘルスサポート事業の積み重ねがあったことが背景にある。

データヘルスを実施する医療保険者は健康保険組合、協会けんぽ、市町村国保等であるが、データヘルスは、これらの医療保険者が単独で取り組むだけでなく、雇用主・事業主との連携と外部専門業者の活用も重視されている。医療保険者以外にも関係者との協働が必要とされ、幅広い関係者の協働、対象者の動機付け・継続的健康行動など多くの課題が、データヘルスには山積している。今回の学術集会は、データヘルスの現状と課題について、事例報告を交えて、率直な議論の場を提供し、関係者の今後の取り組みに参考となることを目的としている。
（本学術集会の参加者：健康保険組合、協会けんぽ、国民健康保険（市町村）、後期高齢者医療制度（都道府県）、企業の人事労務部門、産業保健関係者、データヘルスに関する事業者およびデータヘルスに関する研究者、ヘルスサポートビジネスの関係者、ヘルスサポート関係の研究者）

記

日時
　2015年9月4日　午前10時～午後5時55分

会場　　　慶應義塾大学三田キャンパス北館

大会長
松田晋哉（産業医科大学　公衆衛生学）

実行委員長
武林亨（慶應義塾大学　医学部　衛生学公衆衛生学）

実行委員

目黒昭一郎（麗澤大学）

　　　　　　　　　　　　　河野敏鑑（専修大学）


第10回学術集会プログラム　（予定）
10:00      開会

10:05-11:00 大会長講演 



「データヘルスの現状と課題」


産業医科大学　公衆衛生学　松田晋哉
11:05-12:10 ポスター発表（ロビー）

12:20-13:10  企業共催ランチョンセミナー枠（3階国際会議室）

13:20 13:40　総会

13:30-14:25  教育講演



「職域・地域におけるデータヘルスの課題」

14:35～16:40シンポジウム　事例発表と討論　「先進事例に学ぶデータヘルス計画を立案・実施するための方法」

　事例報告　健康保険組合　市町村国保　協会けんぽ
　討議：松田晋哉（産業医科大学公衆衛生学）外
16: 50-17:50 表彰式・受賞者発表

17:50-17:55 総括
18:00 懇親会（ファカルティクラブ）
（括弧内に場所の記載がないものは、ホール）
【お問い合わせ先】
日本ヘルスサポート学会事務局
〒100-0003 東京都千代田区一ツ橋１－１－１パレスサイドビル９F　(株)毎日学術フォーラム内
tel: 03-6267-4550  fax:03-6267-4555  e-mail: jshss@mynavi.jp
＜開催実施概要＞
· 主催：　日本ヘルスサポート学会第10回学術集会
· 会場：　慶應義塾大学三田キャンパス北館3階国際会議室（収容：100名程度）

· 共催ランチョンセミナー：9月4日（金） 昼予定１コマ（約50分程度）
· プログラム内容（テーマ、演者など）につきましては、企業のご希望を頂き、総会プログラムと調整のうえ、決定させていただきます。

· 共催料金

・　　40万円＊消費税含む

共催費用に含まれるもの：

1 ）会場使用料、2）会場付帯設備（音響・照明システム、マイク適数、スクリ－ン、ステ－ジでの機材等）、 3）会議機材（液晶プロジェクター、試写機材、ポインタ－等）、4）オペレーターなど運営スタッフ等人件費

共催費用に含まれないもの：

1 ）参加者へのお弁当または軽食、2）座長及び演者への交通宿泊費や謝礼（講演者との協議結果に基づく）、3）講演関連資料、4）会場内既設以外の機材、備品費用、5）座長・演者用飲食
· 申込締切日と申込み記載事項
2015年7月31日（金）までに、申込書に必要事項をご記入の上、本学会事務局へe-mailでお申込みください。

　　　

· 申込み採択可否の連絡
　　　第10回学術集会実行委員会で申込み採択の可否を検討の上、8月7日（金）までに申込書に記載のe-mail アドレスへご連絡します。
· 本学会事務局
日本ヘルスサポート学会事務局

　〒100-0003　東京都千代田区一ツ橋1-1-1　パレスサイドビル9F　㈱毎日学術フォーラム内

　電話　03-6267-4550　FAX　03-6267-4555　E-Mail　jshss@mynavi.jp

· 振込口座

銀行／支店名　 みずほ銀行　新宿新都心支店

口座種別　　　 普通預金　　　　口座番号　　   １１５５０１２

口座名義　　　 日本ヘルスサポート学会（ニホンヘルスサポートガッカイ）
· 備考

. 参加企業と日本ヘルスサポート学会第10回学術集会の共催となりますので、当日配布用の資料に共催とご明記下さい。

日本ヘルスサポート学会第10回学術集会
共催セミナー申 込 書
返信先：日本ヘルスサポート学会事務局 
TEL: 03-6267-4550
E-mail: jshss@mynavi.jp
希望セミナータイトル （                                　 ） 

貴社名                                            　　　　　
部署名                                            　　　　　
ご担当者名                                         　　　　
ご住所 〒                                           　　　　
TEL: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
FAX: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail: 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
演者、座長候補者 （ご希望あればご記入下さい） 

平成　年　月　日
